
ISSN 2188-6598

海上技術安全研究所報告
PAPERS OF NATIONAL MARITIME RESEARCH INSTITUTE

第 22 巻　第 1号　令和 4年度

 

国立研究開発法人　海上・港湾・航空技術研究所

海上技術安全研究所

目　　　次

研究報告

繰り返し載荷による防撓パネル座屈変形の変化について

　安藤　孝弘，小森山　祐輔，橋爪　豊，田中　義照‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（1）

Fiber Bragg Gratings センサーを利用した壁面せん断応力計の開発

　拾井　隆道，川北　千春‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（27）

総合報告

舶用ディーゼル機関におけるバイオ燃料利用に関する研究

―舶用ディーゼル機関におけるパーム油 FAME の燃焼実験および FAME 混合油の混合安定性実験―

　西尾　澄人，福田　哲吾‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（43）

OZT をもとにした避航操船アルゴリズムの開発　　

　佐藤　圭二，齋藤　詠子‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（59）

所外発表論文等リスト ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ (69)

海

上

技

術

安

全

研

究

所

報

告

第
十
五
巻

第
二
号

平
成

二
十
七

年
度

ISSN 2188-6598

海上技術安全研究所報告
PAPERS OF NATIONAL MARITIME RESEARCH INSTITUTE

第 15 巻　第 2号　平成 27 年度

特集号「海洋汚染防止や生態系保全のための取り組み」

国立研究開発法人　海上技術安全研究所

目　　　次
巻 頭 言

特集号「海洋汚染防止や生態系保全のための取り組み」について
　環境・動力系長　春海　一佳

基調論文
沈船からの流出油に対する油処理剤の水中散布における分散性能
　原　正一、宮田　修、間島　隆博、影本　浩、城田　英之、小野　正夫、小島　隆志‥‥（1）

沈船からの油流出による環境リスク評価
　間島　隆博、中谷 直樹、城田 英之、小山 次朗
　宮田　修、小野　正夫、小島　隆志、原　正一‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（17）

防汚塗料の防汚効果評価法の構築に関する研究
　友弘　智、関　庸之、小林　聖治、小島　隆志、安藤　裕友‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（37）

国内港湾における銅化合物の存在状態ついて－船舶防汚塗料中の銅の環境リスク評価に向けて－
　山口　良隆 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（53）

バラスト水処理活性物質のバラストタンク塗装への影響
　小島　隆志，伊飼　通明，上田　浩一，柴田　俊明‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（61）

解説
国際海事機関における SOx規制の概略とスクラバ排水規制
　高橋　千織，益田　晶子 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（75）

所外発表論文等概要‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ (85)



掲載された論文等の全部又は一部を複製、転載、あるいはその他に利用する場合は、

海上技術安全研究所の許諾を得なければならない。

National Maritime Research Institute, 2022

発 行 所

国立研究開発法人海上・港湾・航空技術研究所
海上技術安全研究所

〒181-0004 東京都三鷹市新川6丁目38番１号
電話 0422-41-3024

National Maritime Research Institute,  MPAT
6-38-1 Shinkawa, Mitaka, Tokyo 181-0004, Japan

－過去の発行－
運輸技術研究所報告（1951～1963）全 144 巻
船舶技術研究所報告（1964～2001）全 229 巻
参照サイト
https://www.nmri.go.jp/study/Intellectual/paper.html

海上技術安全研究所報告
第 22 巻 第 1 号 （通巻 98 号）

令和 4 年 6 月 30 日

編集兼発行人　海上技術安全研究所

印刷所　ケーティエス情報株式会社

〒181-0005 東京都三鷹市中原4 -34-17

電話　0422-46-2525㈹

編　集　委　員

委員長 上野　道雄

委　員 新川大治朗 委　員 大森　拓也

〃 高田　篤志 〃 安達　雅樹

〃 松倉　洋史 〃 木村　新太

〃 齊藤　昌勝 〃 篠野　雅彦




